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令和元年度 鳴門教育大学小学校英語教育センター「シンポジウム」 

























いただければと思います。“Look at the screen. What do you see on the screen？”、全然反応がないで
すね。“What do you see on the screen？ Coffee, spoon, coffee cup, saucer, and coffee beans, How 
many coffee beans do you see？（“Four beans”）Yes, four beans.” 








“Look at that. It is coffee.”といきなり言わずに、子どもに問いかけて、何が見えますか？というや
りとりをしながら授業を進めてもらえると良いかなと思っています。 
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That is my favorite drink, I like drinking coffee. I like drinking coffee. I like drinking coffee 
without sugar or milk. I like black coffee. I like black coffee. How many cups do I drink every 
morning? I drink four cups of coffee every morning for breakfast. I like coffee very much. 
That is my favorite sport. What do I like? Swimming. I like swimming. Recently I have not had so 
much time to enjoy swimming. So I don’t know. But I think I can swim, I believe I can swim very 
fast. Very fast. 
I can play the?（“guitar”）Guitar yes, I like playing the guitar. But once again I’m busy to play 
the guitar.  
That is my favorite drink. That is my favorite sport. That is my favorite musical instrument. What 
is that for me? That is my favorite…? (Color.) Yes, color. So what color do I like? (Purple.) Yes 
I like purple. 
You know my university. What university? (Shinshu university). Shinshu university. Education 
department is very very small. This is my campus of Shinshu university. Before I came to Shinshu 
university, I worked for Joetsu university education in Niigata. So I have been teaching junior 











This on the screen. What’s that? (Tokushima prefecture.) Yes Tokushima prefecture. You are from 
Tokushima prefecture. I'm from Nagano prefecture. This is Nagano prefecture, It’s a big prefecture. 
Do you know where Nagano prefecture is? Please point to the place of Nagano prefecture. 
 あんまりこれはやりませんけど、子どもだったら前に来てやるということですね。 
This is Nagano prefecture. Which cities do you know? Which cities in Nagano prefecture do you know? 
Nagano city. Matsumoto city. (Suwa city.) Yes, Suwa city. Only three cities? Nagano has many many 
towns and cities. 
 私はでも実は松本市ってどれかというと、ちょっと自信がなくて、なぜかというと合併で山の方まであ
ったのが、昔の松本市のイメージと少し違うところがありますので。 
I live in Nagano city. Which is Nagano city? Nagano city is the largest city in Nagano. This is 
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 その後で、実際、活動で使ってみよう、表出してみようという流れになります。この PPP は、古くから
指摘されているのですが、例えば can を使った活動として Can you, Yes I canの can、その導入をして練
習をして、Production で使いましたということですね。これをあと単元の中でやった時に、やはりどの子
も Can you が言える訳ではない。あるいは、言えるようになっているけど、そこまで深まっていない。そ
うするとこの後でどういう場面になるかというと、今度は I want toとか、別の表現の PPPの単元になっ
ていきます。そうすると、子どもたちはいったん学べないと、Can you に触れたり使ったりする機会がな
い訳です。学び直しができない状態になります。 
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い物ごっこみたいな活動をよくやったりします。 
 こういう活動をどんどんやっていくと、“Hello”“Hello, yellow.”と、yellow しか言わなくなってい
きます。それで黄色いカードをもらい、“Thank you, see you.”“See you.”というように、“What color do 
you like?”や“I like yellow.”を言わなくなっていくということです。 
 この表現を言わなくなった時に、先生たちはこの子たちの姿をどう捉えますか？多くの先生方に聞くと、









ね。表現語彙と言いますけれども、伝える語彙を持っているということになります。但し、I likeと What 
color do you like?というのは、まだ身に付けていないかもしれないし、省略しているだけかもしれませ
ん。  









 What color do you like？はコミュニケーション上の価値をあまり持っていない想定になっているんで
す。I likeが重要ではないんです。そうすると、I like が重要な場面では今度は I likeを使わなければ
いけないんですけど、ここではどんどん省略されてくるということになります。 








 この点について、中学校の先生は逆の考え方をします。文法の方が大事なので、私が見た授業では What 
do you eat for breakfast? What do you usually eat for breakfast? という活動をやっていた時、先生
























you want to be?”と、小さい声で話し掛けました。その子は今までやってきた通りなので、“I want to be 
○○”と言いました。先生はよかったんですけれども、“Oh you want to be this?”と言って、ワークシ
ートを指さしたんです。“This”と言ってこのピクチャーを指さした。そうしたらその子、ハタと止まって
“No”と言いました。今まで“I want to be A”、“I want to be A”、“I want to be A”と言っていたの









 パフォーマンスをどのように見るかということですけれども、例えば“What color do you like？”の
ような表現があった時、“Hello”“Hello. What color do you like?”、“I like yellow.”と言って、黄色
のカードをもらい、“Thank you, see you”“see you”みたいな、こういう物をやりとりをするような、買
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もしこの子が何かのメッセージを伝えるために言葉を使っていると思えば、私だったら Really? と反応し




















































とします。そして先生から“Which fruit do you like?”、“What fruit do you like?”とか聞かれたとし
ます。その時に、子どもはすぐ指を差したとします。指を差して好きなものを言っているに違いないので、





 もちろん、ここに果物があった時に“Which fruit do you like?”と言って、“I like orange”、これは
もちろん oranges というようにしないといけないと思うんですけれども、でも誰も orangeと言った時に、
みかん以外のものを思い浮かべる人はいない。色のことを思い浮かべたりする人はいない訳です、フルー
ツのことを聞かれている訳ですから。 
 そうすると、この状況においては I like orangeだけでも当然適切に反応をしているということになり










もちろん正しい英語で表現しているかどうかということでいくと、I like oranges というのが正しいとい
うことになります。 
 複数形の練習をして、子どもが“I see two pandas”と言って教室を出ていったという話を聞きました。
教室を出ていった時に先生は、複数形がきちんと使えてるなぁという風に思うのか、違うように思うのか。
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と大変な問題ですけど、表現として使う分には良いと思います。一方、go のときは went と形が変わって、
play のときは ed が付くよということを理解しながら話そうと思うと、その習得の順序は後になると言わ
れています。 








 皆さん、『We can!』は分かりますかね。We can! の中で、“Let’s Watch and Think”というのがありま
す。“Let’s Watch and Think”、これは色んな使い方ができますけれども、例えば夏休みのところ、マー
クが自分の夏休みについて紹介する場面、その時に夏休みのことを聞かせるんだけれども、I went to ～. 
It was fun. ということで情報をとったり、その表現を理解させていくための“Let’s Watch and Think”
として聞き取りをすることがあります。 
 そうすると、言語材料について練習するための指導として“Let’s Watch and Think”を使ってしまっ
ているということなんです。大事なのはメッセージだと思うと、「マーク、アメリカ出身だったよね、アメ
リカの夏休みってどんなの？」、「みんなの夏休みってどうだっけ、何ヶ月だっけ、長い？短い？アメリカ
はどうだろうね」と言ってもらって紹介を聞かせていくと、マークが long summer vacation とか、June to 
Augustとか、３ヶ月ぐらいというようなことを言ってきます。 
 そうすると、「June から始まるんだって！」と子どもが思っていたら、マークの情報をきちんと受け止
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 これは、ついこの間見た授業ですけれども、“Are you good at tennis？”と聞かれている時に、その女
の子は“Yes, I do.”と答えました。常に“Yes, I do.”です。Are you good at tennis? Yes, I do. Can 
you play tennis? Yes, I do.と言っていました。Yes, I do はかたまりとして表現としてあって、常にそ
れを応用しているという感じですね。 
 そうしたら、それ間違えているよではなくて、Yes, I am.というかたまりを教えてあげる。Yes, I can
というかたまりを教えてあげる。このかたまりの３つが混在してきた時に、使い方として Can you だった





































 疑問文・否定文ですね。結構、習得順序・発達順序が見られる過程になります。He not like you, I not 
like youという、not の要素が中に入ってくると万々歳の段階になります。これが段々と助動詞と組み合
わさって第３段階ということになります。 
 疑問文、最初は定型文で使います。What’s this?、What’s that?、What? When?とかいう言い方をします
が、そのうち何でも Do を付けていくような疑問文、Do you can play baseball？とか、Do をとにかく前
につけるとか、Whatを前につけるとかいうことができます。その後、段々と倒置が出てきたりします。 
 こういうのを知っていると、子どもの発話というものがよく見えるというか、これはこの間見た授業で
すけれども、“I want to go to Tokyo August thirtieth.”、パラリンピックにいつ行きたいかとか、オリ
ンピックにいつ行きたいかという来年のスケジュールを見ていったものです。 
 ある子が、“I go to Tokyo September first”という風に言っています。一応、ターゲットの文は“I want 
to go to Tokyo August thirtieth.”でした。そのときに want toが抜けているという見方もできるんで
すけど、この子の場合はもう最初の words の段階という見方もできます。go to を使いながら表現してい
る段階で、go to Tokyoというセットと、September first というセットをとにかくつなげて表現をしてい
る段階なんだと。 
 そもそも主語・動詞という概念すら、もしかしたらこの段階ではないのかもしれない。その意味では、
この子の場合には go to を使いながら自分の言いたいことを伝えている段階としてきちんと受け止めてあ
げて、そんなに修正しても効かない段階だということになります。子どもの誤りが見えてくるかな、とい
う風に思います。 
 中学校３年生ぐらいでも、先ほどのこの段階でいくと、What are you doing？という Whatの疑問文で助
動詞と主語ですけれども、これを倒置する形で言います。What can you play？ What color do you like？ 
これは、中学校３年生でいうと、34 人中、そのステージに行けるのは２人だけという研究があります。他
の子たちはもっと下の段階に留まっている。 
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指導が行われてきた（本田ら, 2019）。文部科学省 (2017) においても，児童を英語学習に対
して動機づけることは重要であると指摘している。よって，児童の英語に対する動機づけ
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いうのもあります。 
 こんなことを話していると、もう時間なのでバックアップしないといけないところなんですけど、私が
用意をしてきたことの半分しか話せませんでしたけれども、言語活動というのをもう一度整理をすると、
コミュニケーションをする活動で、コミュニケーションというのはメッセージを受け取ったり送ったりす
る活動である、というのをまず押さえる必要がある。 
 その中で、学ぶということを考えると、知識・技能の面からいくと今紹介をしてきたような言語習得上
の特徴を少し理解した上で、その子どもの学びというものを見てあげると、「あぁ間違いがある、練習しよ
う」とか、そういう風にならずに「今ここまで言えたんだな、ここまで伸びたんだな」ということが分か
るかなという風に思って、言語習得上の話を紹介しました。 
 それから、言語活動を理解していく時には、練習活動と指導のための活動を分ける必要がある。実は同
じ活動が２つに転ぶ可能性があるということを私はちょっとお伝えしたかった。ですから先生自身がきち
んと言語活動としてこの教材を使おうと思わないと、全部が練習活動とか理解するための活動になってし
まいます。ですので先生の使い方次第で、言語活動というのは工夫されていくだろうという話をしたくて
紹介しました。 
 後半、私は話が長くて本当に申し訳ないんですけど、やりとりの中で具体的にどんな子どもの学びがあ
るのかということを少し紹介したいなと思ったことと、最後の方は主体的に学習に取り組む態度というの
をキーワードにしたときに、言語活動なのですが、ただやらせるのではなくて自分で自分の学びを自覚し
ながら学んでいかないと、やりっ放しで終ってしまう可能性があるということで、ちょっと自覚する様子
の例を紹介したいなと思いましたが、すいませんがここで終わりにします。 
 中途半端で申し訳ありません。また機会があったら、後半のところでお話しさせていただきます。以上
です、ありがとうございます。（拍手） 
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